
平成22年度「環境保全戦略講座（生物多様性保全分野）」[実施結果の概要] 

 

（1） 目的・趣旨 

 2010年10月に開催された生物多様性条約第10回締約国会議（以下、COP10）において、国際的・分

野横断の包括的な生物多様性の保全目標である愛知目標が採択されました。2011年「国際森林年」、

および2011年から取り組みが開始される「国連生物多様性の10年」においては、生物多様性の主流化

に向け、生物多様性に配慮した経済システムの構築や企業活動の実践および市民への普及啓発につい

て、生物多様性保全に取り組む日本の NGO として戦略的に検討する必要があります。そこで、各セク

ターの第一線で活躍する講師をお招きし、COP10の成果と課題の整理、および効果的な活動の事例紹

介を通し、活動戦略の実践に向けた活動計画立案の場として本講座を開催しました。 

 

（2） プログラム概要 

  ① 開催日時 

2010年12月18日（土）10:00～17:45 

  12月23日（木）10:00～17:45 

 

② 会場 

JICA 地球ひろば（東京） 

 

③ 対象者及び参加人数 

対象者：生物多様性保全活動に携わる NGO/NPO スタッフ、プログラムに関心のある一般市民 

参加人数：25 名 

 

④ 開催プログラム及び講師 

【18 日（土）】 

総合司会 松井宏宇氏（CBD 市民ネット/エコ・リーグ） 

10:00～10:30  オープニング  

10:30～12:30 「COP10 決議のレビュー」  

   今井淳一氏（エコ・リーグ） 

   小林邦彦（A SEED JAPAN/CBD 市民ネット） 

   奥村重史氏（株式会社三菱総合研究所） 

13:30～15:30 「生物多様性保全のための CBD の課題」 

    北沢洋子氏（国際問題評論家） 

     川上豊幸氏 

   （熱帯林行動ネットワーク/レインフォレスト・アクション・ネットワーク） 

15:40～17:20  戦略会議１ 

       「COP10 の決議の実現と生物多様性保全のための国際・国内的な動き」 

    後藤一平氏（衆議院環境調査室） 

17:20～17:45  クロージング 

 

 



【23 日（木）】 

総合司会 田辺有輝氏（「環境・持続社会」研究センター） 

10:00～10:10  オープニング  

10:20～11:30 「ダム開発による生物多様性の破壊と国際開発金融の問題点」  

   Mr.Ratan Bhandari（ラタン・バンダリ） 

  （Water & Energy Users’ Federation-Nepal） 

11:30～12:10 「生物多様性主流化のための各セクターの参加、そして NGO の役割とは」  

            道家哲平氏（日本自然保護協会/国際自然保護連合日本委員会） 

13:15～14:45 「生物多様性主流化に向けて“消費”“情報”“金融”を考える」 

    三柴淳一氏（FoE ジャパン） 

     川廷昌弘（CBD 市民ネット普及啓発部会長/博報堂 DY メディアパートナーズ） 

    金井司氏（住友信託銀行企画部 CSR 担当部長） 

14:55～17:35  戦略会議 2「生物多様性主流化のための戦略計画」 

         草刈秀紀氏（WWF ジャパン） 

17:35～17:45  クロージング 

 

（3） 実施概要 

 1 日目は COP10 のレビューを行い、国内における COP10 決議の実現に向けたロードマップの共有や

決議実現にあたっての NGO の戦略について議論し、また国際的な生物多様性破壊の現状について学び、

生物多様性を破壊する既存のシステムの問題点を整理しました。2日目は生物多様性の主流化の実現

に向けた活動事例を学び、「国際森林年」や「国連生物多様性の 10 年」を通じた NGO の戦略について

議論しました。2日間を通して多様な講師の方を招いたことで、様々なフィールドの方との議論がで

き、参加者からも「様々な視点から話をきくことができ、NGO のつながりがあつくなりました。」と

いった意見をいただきました。 

 

（4） 当日の写真 

1日目：「戦略会議1」ディスカッションの様子     2日目：講演の様子（Mr.Ratan Bhandari） 

 

 

 


